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昨
年
11
月
に
高
知
市
の

か
る
ぽ
ー
と
で
行
わ
れ
た
高

知
県
高
校
総
合
文
化
祭
の
写

真
の
部
で
、
佐
川
高
校
一
年

の
味
本
早
紀
さ
ん（
宮
ヶ
坪
）

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
　
地
元
の
日
常
風
景
を
写
し

た
味
本
さ
ん
の
作
品
「
山
里

の
暮
ら
し
」は
、四
枚
の
組
み

写
真
で
、組
み
方
・
ア
ッ
プ
と

引
き
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
　
山
村
で
の
生
活
の
厳
し
さ

と
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と

同
時
に
、
豊
か
な
自
然
を
は

じ
め
、
都
会
に
は
な
い
山
里

の
素
晴
ら
し
さ
を
も
訴
え
か

け
て
く
る
作
品
で
す
。
緑
を

基
調
と
し
た
美
し
い
写
真

は
、
清
楚
な
高
校
生
の
心
を

映
し
だ
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。
撮
影
に
あ
た
り
味
本

さ
ん
は
「
緑
豊
か
な
風
景
の

中
に
地
元
の
女
性
を
見
つ

け
、
山
里
で
の
生
活
を
表
現

で
き
る
と
思
い
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
自
然

を
題
材
と
し
た
写
真
を
撮
っ
て

い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
味
本
さ
ん
は
、八
月
に
福
島
県

で
開
催
さ
れ
る
第
三
十
五
回
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

住民の安心・安全のために…
１月23日　池川山村広場で仁淀川町消防団の出初

め式が、合田幸市郎団長以下 226 人の団員と久

喜自主消防団、町内の女性防火クラブが参加して

行われました。

　最初に階級異動のあった団員と７月の町消防大

会以降に入団した新入団員に辞令が交付され、次

に平成 22 年中にそれぞれの管轄区域において火災

が１件もなかった 14 分団に対し、日ごろの防火啓

発活動に敬意を表し、無火災報償が贈られました。

　また、自分たちの地域を自ら守るため、ボラン

ティアで活動している久喜自主消防団に対して謝

礼が贈られました。

　その後服装と機械器具の点検、分列行進などを

行い、今年一年の無火災を祈念し、防火に対する

決意を新たにしました。

無火災報償　(14 分団 )

寺村分団、大崎分団、名野川分団、中津分団、

池川分団、用居分団、狩山分団、森分団、

川渡分団、長者分団、泉川分団、高瀬分団、

沢渡分団、別枝分団

新入団員

　大石　邦　（別枝分団）

　河野　孝幸（長者分団）

　三浦賢太郎（泉川分団）

　石川伊佐男（狩山分団）

町
消
防
団
出
初
め
式
に
２
２
６
人

味
本
早
紀
さ
ん
（
佐
川
高
）

地
元
長
者
の
写
真
で
最
優
秀
賞

県代表で全国高等学校総合文化祭へ

受
賞
作
品
「
山
里
の
暮
ら
し
」

味本早紀さん

入江谷

集落見聞録
（第49回）

安
居
川
の
清
流
見
下
ろ
す
自
然
豊
か
な
集
落

入江谷集落（山沿い）

御嶽神社

　入江谷は池川総合支所から車で約

15 分、県道安居公園線沿いにあり 12

月末現在９世帯、13人の集落です。

　県道近くを清流「安居川」が流れ、山

沿いには田畑の残るのどかな集落で

「安居渓谷県立自然公園」へ車で５分

強の場所にあります。

集落の氏神。毎年７月と11
月に神祭が行われる

お堂

かつては子どもたちの遊び
場だったお堂

い り 　 　 　 え 　 　  だ に

山中末廣さん

　
集
落
に
詳
し
い
山
中
末
廣
さ

ん
（
89
歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
　
昔
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
紙
の

原
料
と
な
る
コ
ウ
ゾ
と
ミ
ツ
マ

タ
を
栽
培
し
た
り
、
養
蚕
で
生

計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。大
正

か
ら
昭
和
初
期
に
は
値
が
良

く
、
大
家
族
で
労
働
力
が
あ
る

家
は
、
か
な
り
の
現
金
収
入
を

得
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
山
中
さ
ん
は
「
コ
ウ
ゾ
・
ミ

ツ
マ
タ
は
紙
幣
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
昭
和
時
代
に
よ
く
使
わ
れ

た「
方
眼
紙
」の
原
料
や
、
金
糸
・

銀
糸
へ
織
り
込
ん
で
着
物
を
作

っ
た
り
、
色
々
な
用
途
に
使
わ

れ
よ
っ
た
き
需
要
が
高
か
っ

た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、近
く
を
流

れ
る
安
居
川
で
泳
い
だ
り
、コ
ウ

ゾ
の
皮
を
は
い
だ
も
の
で
チ
ャ

ン
バ
ラ
を
し
て
遊
ん
だ
そ
う
で

す
。ま
た
雨
の
日
に
は
、（
家
で
騒

ぐ
と
親
に
怒
ら
れ
る
の
で
）近
く

の
お
堂
に
大
勢
集
ま
っ
て
遊
び
、

楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
男
の
子
に
は
珍
し
く
花
を
好

き
な
子
が
多
く
、
自
分
の
家
の

田
ん
ぼ
の
隅
に
ホ
ウ
セ
ン
カ
や

葵
な
ど
を
植
え
て
育
て
、
よ
く

見
せ
合
い
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
　
昭
和
三
十
四
年
四
月
に
安
居

渓
谷
が
県
立
自
然
公
園
の
指
定

を
受
け
「
安
居
渓
谷
県
立
自
然

公
園
」が
誕
生
し
、
集
落
も
に
わ

か
に
賑
わ
い
だ
し
ま
し
た
。昭

和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
マ
イ

カ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
で
自
家
用

車
を
持
つ
人
が
増
え
、
観
光
客

が
急
増
し
ま
し
た
。さ
ら
に
昭

和
四
十
八
年
に
県
道
安
居
公
園

線
が
舗
装
さ
れ
た
の
を
機
に
、

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
一
日
三
、

四
百
台
も
の
車
が
行
き
来
し
た

そ
う
で
す
。

　
集
落
の
恒
例
行
事
は
、
毎
年

夏
と
秋
に
行
う
御
嶽
神
社
の
神

祭
で
す
。

　
集
落
に
つ
い
て
山
中
さ
ん
は

「
僕
が
働
き
盛
り
の
こ
ろ
は
、
入

江
谷
だ
け
で
三
十
戸
以
上
は
あ

っ
た
が
、
今
じ
ゃ
少
な
く
な
っ

て
し
も
う
た
。寂
し
い
け
ど
他

へ
も
行
け
ん
し
、
こ
こ
に
今
お

る
人
ら
で
明
る
く
暮
ら
し
て
い

か
な
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

分
列
行
進

写
真
左
か
ら
大
石
団
員
、

河
野
団
員
、
三
浦
団
員
、

石
川
団
員
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秋葉まつりまであとわずか 冬の風物詩「ならし」

１
月
22
日
・
23
日
　
二
十
二
日
に
霧
之
窪
（
秋
葉
神
社
下
の
広
場
）
と

沢
渡
（
沢
渡
多
目
的
集
会
施
設
）
、
二
十
三
日
に
本
村
（
岩
屋
神
社
）

が
、
真
剣
を
使
っ
た
太
刀
踊
り
の
な
ら
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
先
輩
た
ち
に
剣
の
持
ち
方
や
踊

り
の
動
作
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　
山
本
　
秀
昭
様
（
福
岡
県
糟
屋
郡
）

　
伊
藤
　
義
貞
様
（
竹
ノ
谷
）

◇
広
報
寄
付
金

　
尾
﨑
さ
わ
子
様
（
寝
屋
川
市
）

　
藤
原
　
　
進
様
（
倉
敷
市
）

　
梼
原
　
公
一
様
（
名
張
市
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報
発
行
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　
山
下
　
　
喬
様
（
久
万
高
原
町
）

　
筒
井
　
　
勝
様
（
大
平
）

　
吉
田
　
晴
惠
様
（
別
枝
本
村
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　秋葉まつり開催に伴い、2月11日（金）午前7時から午後5時までの間、車両の交通規制が下記の

通り行われます。混雑が予想されますので、交通整理員の誘導にご協力をお願いいたします。

「秋葉まつり」交通規制にご協力を！

秋
葉
ま
つ
り
で
一
句
…
俳
句
募
集

　
今
年
の
秋
葉
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

　
未
発
表
の
作
品
で
一
人
三
句
ま
で
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
し

て
、
二
月
二
十
日
（
日
）
ま
で
に
は
が
き
か
封
書
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
（
当
日
消
印
有
効
）
。

あ
て
先
　
〒
７
８
１

｜

１
８
０
１

　
　
　
　
仁
淀
川
町
森
四
二
三
一
　
仁
淀
公
民
館

　
　
　
　
☎
３
２
・
１
０
４
１

賞
　
　
　
特
選
一
句
、
佳
作
五
句
。
広
報
紙
上
で
発
表
し
、

　
　
　
　
賞
状
と
副
賞
を
贈
り
ま
す
。

選
　
者
　
池
野
い
ち
び

主
　
催
　
仁
淀
俳
句
会

。
。 ◇町職員人事異動◇　人事異動で、職員の配置が次のとおりとなりました。

１月２日付

１月１日付　退職　　谷内　正人（税務課長）

　毎年２月11日に行われる「秋葉まつり」に向けて、１月８日から３つの奉納組（霧之窪、本村、

沢渡）で太刀踊りや鳥毛の練習「ならし」が行われています。

　「ならし」には町内の小中学生も多く参加するため、土日祝日の昼間に、計７日間行われます。

　現在は別の集落や町外で生活する世話役らも集まり、子どもたちを指導する姿は冬の風物詩で

す。普段は静かな別枝の里も、ならしが始まりにわかに活気づいてきました。

まつり初挑戦の子どもたち

沢渡

霧之窪

霧之窪
本村

西
森
匡
助
君
　
ま
だ

間
違
っ
た
り
す
る
。

本
番
頑
張
り
た
い

古
渕
達
哉
君
　
前
か

ら
や
っ
て
み
た
か
っ

た
。
練
習
は
楽
し
い

西村涼馬君　緊張

はあんまりしてい

ません

中越俊樹君　

手で剣をまわ

すところが難

しい

吉永悠太郎君

ちょい緊張す

るけど、本番

頑張りたい

高知県保護無形民俗文化財

秋葉神社祭礼 練り

行列順路　　

岩屋神社

（午前９時出発）

↓

市川家

↓

法泉寺

↓

中越家

↓

秋葉神社

別枝大橋まで車で

○ドライブイン引地橋

　から約15分

○佐川から約40分

○高知から約１時間30分

○松山から約１時間30分

問い合わせ

　仁淀総合支所

　☎０８８９－３２－１１１１

２月11日（建国記念の日）
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渕
達
哉
君
　
前
か

ら
や
っ
て
み
た
か
っ

た
。
練
習
は
楽
し
い

西村涼馬君　緊張

はあんまりしてい

ません

中越俊樹君　

手で剣をまわ

すところが難

しい

吉永悠太郎君

ちょい緊張す

るけど、本番

頑張りたい

高知県保護無形民俗文化財

秋葉神社祭礼 練り

行列順路　　

岩屋神社

（午前９時出発）

↓

市川家

↓

法泉寺

↓

中越家

↓

秋葉神社

別枝大橋まで車で

○ドライブイン引地橋

　から約15分

○佐川から約40分

○高知から約１時間30分

○松山から約１時間30分

問い合わせ

　仁淀総合支所

　☎０８８９－３２－１１１１

２月11日（建国記念の日）




